
平成29年度 さっぽろ食の安全・安心モニター

報 告 懇 談 会 実 施 結 果

実 施 ⽇ 時：平成30年3⽉26⽇（⽉） 14:00 〜 15:30
参 加 ⼈ 数：15名

札幌市の取組、モニターの皆様の活動について、今年度１年間を振り返りました。

⑴ 平成29年度安全・安⼼な⾷のまち・さっぽろ推進事業の
進捗状況及び⾷品衛⽣監視指導結果について

⑵ モニター活動報告について

モニター活動に関する意⾒交換

どの班も活発に議論が交わされ、
積極的に意⾒交換を⾏っていただき、
有意義な場とすることができました。

報告・説明

２つのテーマについて、 ３グループに分かれ意⾒交換を⾏い、グループごとに結果を
まとめ、提⾔をいただきました。結果詳細は別紙のとおりです。

⑴【テーマ１】消費者の⽬線で事業者・札幌市に伝えたいこと

⑵【テーマ２】今後、取り組んでみたい事項

参加者が班に分かれ、進⾏役を決め、
意⾒交換を⾏いました。
結果は班ごとにまとめ、発表してい
ただきました。

（冒頭、札幌市保健所 ⾷の安全担当部⻑
から、モニターの皆様へ、活動について
のお礼と、今後の積極的な市⺠活動につ
いてお願い申し上げ、開会の挨拶とさせ
ていただきました。）

１年間、たくさんのご報告・ご意⾒をありがとうございました。

開会の挨拶



各 班 検 討 結 果 一 覧 

 

１【検討課題 テーマ１：消費者の目線で伝えたいこと】 

食の安全・安心モニターの活動を行う中で感じた事業者と札幌市に伝えたいことに

ついて、グループ全員で整理してください。 

班名 検討結果 

第１班 【事業者に対して】 

・廃棄、安売りのルール 

 鮮魚の例 傷み具合 

 あるスーパーは１日、あるスーパーは２日で売切 

 安心なものを食べるためには一定にして欲しい。 

 

【札幌市に対して】 

・食の安全、推進協定とＨＡＣＣＰ、ガイドブック、おもてなし 

 ⇒こまかい基準ありすぎ 市民にも事業者にも伝わらない。 

 

第２班 【事業者に対して】 

・① 見た目はきれいだが、温度管理がされていない 衛生管理 

・② 掃除をする時間に工夫が必要 

   掃除しているところを見えないようにしてもらいたい。 

・③ 段ボールを通路に置いたままにしてある。 

   掃除用具カートを置きっぱなしにして掃除をしている。 

・④ トングでそう菜を取る時に袖口に食品がくっついている。 

・⑤ トマトの入れ放題で直接手づかみしている（手ぶくろとかビニール

袋を使う。）。 

・⑥ 飲食店（地下）で段ボール、飲み物が通路においてある。 

（段ボールは汚いものと思って欲しい。） 

・⑦ 段ボールから直接食品（キャベツ）を素手で取っている。 

・⑧ キャスターの取っ手、持ち手を直接手でつかんでいる。 

   時々消毒してもらいたい。 

 

【札幌市に対して】 

・①今回のモニター同士の意見交換会は良い試みだと評価できる。 

・②安全・安心な食のまちさっぽろ推進事業、さっぽろ食の安全・安心推

進協定の進捗状況がみえない。みえる化してもらいたい。 



・③協定の締結数を増やすように努力してもらいたい。 

・④ＨＡＣＣＰが一般の人には分かりにくい。 

  国、北海道のものに対して札幌市が簡易版を作っているがあまり普及

していない。 

 

第３班 【事業者に対して】 

・実際にモニターになってみて、残念なことを感じてしまった。 

 そば屋では…テーブルを拭いた布巾ですのこを拭いたりなど 

 スーパーの惣菜コーナー…ハエがいた。トングも様々な食品に使われて

いて汚らしい。 

 消費者を不安にさせるようなことはやめてほしい。 

 

【札幌市に対して】 

・ＨＡＣＣＰ ＰＲすべき 

 意味や意義を伝えて事業者へもＰＲしていくべき。 

 事業者も意識が向上するように、うまくよびかけるように。 

 

 

 

２【検討課題 テーマ２：今後、取り組んでみたい事項】 

今後取り組んでみたい食の安全・安心に関する事項について、グループ全員で整理してください。 

班名 検討結果 

第１班 ・食品ロス基準と、安心・安全だけでなく本当の賞味期限の在り方。 

 

第２班 ・ＨＡＣＣＰの普及 

一般の人にも分かり易く広報する必要がある。 

・食品工場の衛生管理について意見交換をしていきたい。 

  

第３班 ・事業者の方が表示のない食品を販売したり、不正のないようにしてもら

えるようにチェック活動をしていく。 

 

 

 


